
令和3年12月号 令和3年12月号
89

寄
居
町
表
彰　
功
労
表
彰

　
広
く
町
民
の
模
範
と
な
る
功
績
を
上
げ
た
11
人

の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
、そ
の
功
績
が
特
に

す
ぐ
れ
た
方

齊
藤
と
も
え（
上
平
･
下
小
路
）

教
育
文
化
の
向
上
に
寄
与
し
、そ
の
功
績
が
特
に

す
ぐ
れ
た
方

野
地
琳
々
星（
塚
田
）、畠
山
い
ず
み（
中
小
前
田
）、

馬
場
大
樹（
六
供
）、鈴
木
孝
昌（
本
村
）、青
木
潤

斗（
関
山
）、篠
田
立
輝（
赤
浜
）、鈴
木
雄
里（
六

供
）、福
留
篤（
立
ケ
瀬
）、津
嶋
貫
汰（
本
村
）、西

澤
滿（
中
郷
）

国
民
健
康
保
険
健
康
世
帯
表
彰

　
令
和
2
年
4
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で
の
1

年
間
、医
療
機
関
に
か
か
ら
ず
に
健
康
で
あ
り
、保

険
税
を
完
納
さ
れ
た
世
帯
で
、そ
の
年
数
が
継
続

し
て一定
の
年
数
を
超
え
た
89
世
帯
を
表
彰
し
ま

し
た
。

3
年
以
上
43
世
帯
、5
年
以
上
29
世
帯
、10
年
以

上
13
世
帯
、15
年
以
上
2
世
帯
、20
年
以
上
1
世

帯
、25
年
以
上
1
世
帯

公
衆
衛
生
連
絡
協
議
会
献
血
協
力
者
表
彰

　
献
血
回
数
が
10
回
以
上
に
な
っ
た
方
を
表
彰
し

ま
し
た
。

小
池
文
代（
上
組
）

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
標
語
表
彰

　
福
祉
標
語
募
集
事
業
に
応
募
の
あ
っ
た
4
1
3

作
品
の
中
か
ら
、優
秀・佳
作
に
入
選
し
た
18
人
の

方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

商
工
会
永
年
勤
続
者
表
彰

　
町
内
の
事
業
所
に
永
く
勤
務
し
、産
業
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
32
人
の
方
を
表
彰
し
ま

し
た
。※（　
）内
は
勤
続
年
数

〇
商
業
部
門

▼
株
式
会
社
大
黒
屋
商
店

福
島
保
美（
14
年
）

▼
橋
本
税
理
士
事
務
所

相
上
直
樹（
10
年
）、田
原
彩
智
子（
5
年
）

▼
有
限
会
社
相
模
テ
ク
ノ

鎌
田
美
知
代（
15
年
）、飯
島
洋
子（
15
年
）、

今
井
順
子（
10
年
）、新
井
千
紘（
10
年
）、秦

喜
浩（
5
年
）、甲
賀
恵
里
奈（
5
年
）、最
上

順
子（
5
年
）、酒
井
京
子（
5
年
）、三
浦
律

（
5
年
）、吉
田
和
幸（
5
年
）

〇
工
業
部
門

▼
株
式
会
社
太
洋
社
印
刷
所

野
口
勇（
21
年
）、神
辺
貴
之（
21
年
）、関
根

綾
介（
21
年
）、井
上
竜
児（
21
年
）、中
澤
信

介（
21
年
）、西
村
昌
昭（
21
年
）、室
田
武
弘

（
21
年
）、林
秀一（
21
年
）、森
陽一郎（
20
年
）、

石
川
潤
一（
20
年
）、榊
智（
20
年
）、河
田
賢
一

（
20
年
）、髙
橋
将
人（
20
年
）

▼
株
式
会
社
山
口
製
作
所

小
杉
悠（
23
年
）、栗
原
敏
典（
21
年
）、デ
ロ
ス　

サ
ン
ト
ス 

レ
イ
ナ
ル（
21
年
）、髙
石
美
保（
16

年
）、瀧
上
雅
子（
14
年
）、守
屋
リ
リ
ベ
ス（
10

年
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

「
寄
居
町
表
彰
」
や
「
国
民
健
康
保
険
健
康
世
帯
表
彰
」
、「
公
衆
衛
生
連

絡
協
議
会
献
血
協
力
者
表
彰
」
、「
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
標
語
表
彰
」
、

「
商
工
会
永
年
勤
続
者
表
彰
」の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

農業に関する図画コンクール
　農業委員会主催の「第28回農業に関する図画コン
クール」の入賞者が決まりました。応募総数196点。
いずれも町内の小学生が、農業について真剣に考え
描いた力作ばかりです。ここでは、その中から選ばれ
た最優秀賞受賞作品と入賞者をご紹介します。

最優秀賞 松村　徳真（鉢形小6年）

優秀賞
（８人）

清水　咲里（寄居小１年） 中村廉之介（鉢形小３年）

福田　梨恵（寄居小３年） 加藤　志野（男衾小２年）

杉山陽菜子（折原小５年） 大久保結唯（男衾小３年）

名田　美咲（鉢形小１年） 筑比地ゆりな（用土小４年）

優良賞
（25人）

堀越　　環（寄居小１年） 五十嵐大和（鉢形小４年）

齋藤結依子（寄居小２年） 塩川　将生（男衾小１年）

今井　乃雫（寄居小５年） 山口奈美華（男衾小５年）

藤田　奈歩（寄居小５年） 塩川　真央（男衾小６年）

新井　啓介（寄居小６年） 荒木　蓮人（用土小１年）

吉田　侑叶（桜沢小１年） 齊藤　瑞華（用土小２年）

宮前　悠佐（桜沢小２年） 石田　莉愛（用土小３年）

海藤　美緒（桜沢小３年） 杉田　　夏（用土小３年）

宮下　遼子（折原小１年） 羽鳥　隆成（用土小３年）

坂本　恋來（鉢形小１年） 船橋　心絆（用土小４年）

平野　羽陽（鉢形小１年） 齊藤　智華（用土小５年）

鳥塚　優多（鉢形小３年） 石川颯汰郎（用土小６年）

大野　　唯（鉢形小４年）

＜敬称略＞

最優秀賞「夏のトマト畑」
松村　徳真(鉢形小6年）

　町交通安全対策協議会主催の「第39回寄居町交通安全ポスター・作文コンクール」の入賞者が決まりました。悲惨な
事故をなくし、暮らしやすい社会を築くため、小学生が真剣に考えた力作となっています。

寄居町交通安全ポスター・作文コンクール

埼玉県知事賞
峯岸　煌雅(男衾小6年）

ポスターの部 作文の部
埼玉県知事賞 峯岸　煌雅（男衾小６年） 伊藤　結暖（桜沢小６年）

寄居警察署長賞 藤牧　　叶（桜沢小５年） 中村蔵之介（鉢形小５年）

寄居町長賞 野村　侑生（鉢形小４年） 篠田　美羽（男衾小６年）

寄居町議会議長賞 櫻田　華萌（男衾小６年） 岸　　琥珀（桜沢小５年）

寄居町教育委員会
教育長賞 四方田和香（桜沢小６年） 新井　珠梨（男衾小６年）

寄居町交通安全
母の会会長賞 清水　優里（寄居小４年） 朴 　 ゾ エ（桜沢小５年）

入　選

須谷くるみ（桜沢小６年） 小澤　伶音（鉢形小６年）
栗原　蒼生（折原小６年） 石澤　心晴（男衾小６年）
吉井　優斗（折原小６年） 島田　結衣（男衾小６年）
菅谷　和花（鉢形小６年） 加々美郁哉（男衾小６年）
權田明日美（男衾小６年） 小島　遙華（桜沢小５年）
関谷　真菜（寄居小５年） 吉田こころ（男衾小５年）
千葉　　栞（桜沢小５年） 茂木　陽介（男衾小５年）
浅見　奏斗（用土小５年） 小井土ららあ（男衾小５年）
光岡　千尋（男衾小５年） 金子汐織理（男衾小４年）
加藤　吟野（男衾小５年） 加藤　芽依（男衾小４年）
千村　桜花（桜沢小４年）
関口　紗矢（用土小４年）
岩田　藍斗（折原小４年）
阿保　煌里（鉢形小４年）
藤野　琉生（男衾小４年）

＜敬称略＞

　

そ
こ
で
、
こ
ん
な
に
減
っ
て
い
る
わ
け
を
考
え
て

み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の

は
、一
人
一
人
の
交
通
事
故
に
対
す
る
考
え
方
や
行

動
の
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
交
通
安
全

運
動
や
交
通
安
全
教
育
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
車
の
安
全
性
が
向
上
し
た
事
だ
と
思
い

ま
す
。
エ
ア
バ
ッ
ク
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
自
動
ブ
レ
ー

キ
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
技
術
が
生
ま
れ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
救
急
医
療
が
充
実
し
た
事
だ
と
思
い

ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
、
事
故
が
起
き
た
時
の
対

応
が
そ
の
一
つ
で
す
。

　
四
つ
目
は
、
車
を
と
り
ま
く
道
路
や
設
備
が
整
っ
て

き
て
い
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
歩
行
者
を
守
る
歩
道
の

工
夫
や
、
自
動
車
専
用
道
路
が
増
え
る
な
ど
し
て
い

て
、
交
通
事
故
や
、
亡
く
な
る
人
の
数
が
減
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
事
故
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
年
間
に
、
ま
だ
三
千
人
近

く
の
人
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
私
は
次
の
よ
う
な
目
標
を
つ
く
り
ま
し

た
。
今
も
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
も
ル
ー

ル
を
守
り
、
弱
い
人
を
助
け
た
い
で
す
。
私
た
ち
一
人

一
人
が
積
極
的
に
交
通
安
全
の
努
力
を
続
け
て
い
く

事
で
、
被
害
者
も
加
害
者
も
そ
の
家
族
も
、
ま
た
、
関

わ
っ
た
全
て
の
人
に
大
き
な
苦
し
み
を
つ
く
り
だ
す
交

通
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
れ
は
、
六
年
生
に
な
っ
た
時
に
起
き
た
事
で
す
。

学
校
が
終
わ
っ
て
、一
人
で
下
校
し
て
い
ま
し
た
。
家

に
だ
い
ぶ
近
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
り

ま
す
。
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
る
奥
に
は
、
公
園
が
あ
り
ま

す
。
私
が

「
あ
っ
！
」

っ
と
思
っ
た
の
は
、
そ
の
公
園
の
わ
き
道
で
起
っ
た
事

で
す
。
急
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
、
運
転
し
て
い
る
人

は
見
え
な
か
っ
た
で
す
が
、
黒
い
車
が
速
い
速
度
で
私

の
方
向
に
曲
が
っ
て
来
ま
し
た
。

「
わ
ぁ
。
危
な
い
な
。一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
の
に

な
。
」

　
そ
の
道
は
、
そ
ん
な
に
広
く
な
い
道
で
す
。
ま
た
、

走
る
車
は
い
つ
も
は
多
く
な
い
道
で
す
が
、
私
の
よ
う

な
歩
行
者
が
い
た
り
、
Ｔ
字
路
の
反
対
側
か
ら
車
が

来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
回
、
何
事
も
な
く
、
事
故

が
起
こ
ら
な
く
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
運
が
悪

か
っ
た
り
、
暗
い
夜
だ
と
思
う
と
、
と
て
も
こ
わ
く
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
交
通
事
故
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
私
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
と
、
一
時
停
止
違
反
は
、
一
位
、
ス
ピ
ー
ド
違
反

は
三
位
の
原
因
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
交
通
事

故
発
生
の
数
と
亡
く
な
っ
た
人
の
数
は
、一
九
七
〇

年
が
最
高
で
、
事
故
は
約
七
十
万
件
、
亡
く
な
っ
た

人
は
一
万
六
千
人
以
上
い
ま
し
た
。
平
成
に
入
っ
て

そ
の
数
は
減
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
の
事
故
数
は

半
分
以
下
の
約
三
十
万
九
千
件
、
亡
く
な
っ
た
人
は

二
千
八
百
三
十
九
人
で
過
去
最
低
に
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
知
事
賞

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
」

　
伊
藤　
結
暖
（
桜
沢
小
６
年
）

行政インフォメーション  information 行政インフォメーション  information


